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９月８日，１５日 パン作り体験。

学園祭での販売に向け，オリジナルパン作り体験をした。「まままんま工

房」にて，米粉を使った生地で塩焼きそばを包み込む作業をした。焼き上

がり後，クラブ員で試食をしながら，改良点をまとめた。

参加学生１７名。 
９月１０日 「農家が教える郷土料理」講習会に参加。

「こまつ食彩工房」にて，トマトの加工及び販売体験をした。フルーツの

ように甘い小松トマトをさらにおいしく食べる方法などを学んだ。

参加学生７名。 
１０月９日，１０日 学園祭販売用塩焼きそばパンの制作。

「まままんま工房」にて，前日に 200 個作り，翌朝までに焼いてもらっ

た。１０日８時よりラッピング作業，１０時から販売し，午前中のうちに

完売した。

参加学生１２名。 

３．地域活動の評価 
歴史と共に薄れていく郷土料理を食べたり作ったりしながら，その味に至った経緯を知り，地域の

風土や文化を感じることができた。その上で，地域の活性化を図るための方策を考えた。そして出た

結論が若者目線での創作パンだった。食材は地元のもので，その土地を連想させるものを使う必要が

あった。

郷土料理創作体験を踏まえ，何回かのミーティングを重ねた結果，小松らしい味の食材として塩焼

きそばを選んだ。塩焼きそばは，「炒麺（チャーメン）」が原型となっており，小松の料理人が本場中

国で修行を積んで手に入れた味とされている。そういった塩焼きそばの歴史を知ることもでき，食文

化に対する興味が深まった。

一方，空洞化が進む駅前商店街はシャッター街とも呼ばれ，営業していない店舗が目立つ中，学生

が活動する光景は，活性化のエネルギーとなったと思う。学園祭は商店街の一角を借りて行われ，そ

の日だけだったが，活気のある光景を取り戻した。その中で販売した創作パンは，学生の苦労が実っ

た瞬間でもあった。 

４．今後，この地域活動を継続，活発化していくために必要なもの，及び課題 
学生が触発されるキーワードは「食物」や「ファッション」であるが，石川の中心部から離れた小

松では，「食」をテーマにするのが自然であると感じた。したがって，今後も食文化をテーマに活性

化活動を続ける方針である。

今回参加した学生は，全員が小松以外の出身で，それがかえって小松をよく知る意欲をかき立てた

ように思う。とはいえ，地元小松出身者がいないのは，活性化への取り組み意欲が欠けてしまう。来

年度も継続的に活動をするならば，小松出身の部員を増やす努力をしたい。 
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地産地消を基本とした創作食品の開発と地元商品のＰＲ 

学生団体名 うらら こま探 ｓ（小松短期大学 地域創造学科） 
 協力校 JＲＣ（小松市立高校 普通科，小松商業高校 商業科） 
      グループ会員総数２８名 
 （小松短期大学生６名，小松市立高校生１０名，小松商業高校生１２名） 

参加学生 中村真緒・荷川取里恵・谷本あゆ美・松田奈緒・竹本愛良・山崎栞 等 

１．地域活動の概要 
小松駅中心商店街（三日市・八日市・駅前レンガ通り・中央通り）の衰退に歯止めをかけるため，

学生の目線で各種事業を提案実施する。また，小松市那谷地区の里山活用活動拠点施設を利用して，

地産地消に関する協議を重ねながら新たな創作商品の開発を行う。

(株)こまつ賑わいセンターと共同で，市主催の事業等への参加と，小松市の食材を使用した創作料

理（塩焼きそばパン）の販売を行う。 

２．地域活動の具体的な内容 
  下記の具体的事業を開催するに当り，クラブ員が事前に議題を整理し合意を得て推進した。

 
５月１４，１５日 「お旅祭り」にて小松うどんＰＲ。

１４日は歌舞伎市の中でうどんの販売補助。１５日は町屋でうどん販売補

助。町屋は小松に残る伝統的建築様式の建物で，約 1,100 軒がある。イベ

ントに参加しながら，小松の文化に触れることができた。

参加学生５名。 
６月１１日 「農家が教える郷土料理」講習会に参加。

「こまつ食彩工房」にて，柿の葉寿司作り体験をした。柿の葉寿司は，奈

良県，和歌山県，そして石川県にしかない郷土料理で，地域を知る機会を

得た。

参加学生６名。 
８月８日 オリジナルパン作りの検討会。

「まままんま工房」（協力企業）にて，塩焼きそばパンの提案及び形状等

の検討会を行った。昨年開発したカレーうどんパンと同じ麺類であること

から，具をパン生地で包み込む形状にした。後にホットドッグ型に改良。 
参加学生５名 

８月１２日 「農家が教える郷土料理」講習会に参加。

「こまつ食彩工房」にて，漬け物作り体験をした。なす，きゅうり，トマ

トなどの夏野菜を使った漬け物の作り方を学び，家庭独自の味作りで文化

体験をした。

参加学生６名。 
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新技術アイデア発想方法修得による中小企業のための人材育成・活性化プログラム 
 

学生団体名 ＪＡＩＳＴ発明研究会  （北陸先端科学技術大学院大学） 
参加学生  牧野逸夫・坂田輝義・ファム ノ カン・大河雅奈・小野道真・内海智至・伊藤 謙・ 
      曽我部良生  計 8 名 

1. 地域活動の概要 

 知識創出方法に関する本学及び当研究会の研究成果を地域社会（能美市又は石川県）の企業に提供し，

企業にとって必要な技術アイデアを効率的・効果的に多く創出する発明力向上を通しての技術開発人材

育成の支援を試みた。企業に必要なアイデアとしては，企業が蓄積保有している固有技術や新商品開発

に必要な技術に関するものがある。参加募集と研究成果（提案技術アイデア発想方法）内容の説明及び

資料提供を順次行った。 

 

2. 地域活動の具体的な内容 

平成 23 年 8 月から 12 月まで，次の活動を行った。 

①当プロジェクトへの参加企業募集 

②企業への提案方法の説明及び資料提供 

③企業への提案方法実施のための資料の提供及び説明 

④発明研究会内での提案方法の実施や発展化に関する研究 

①の参加企業募集に関して 

・能美機器協同組合の理事長に参加企業募集のご支援をお願いし，会員企業 43 社に対して参加募集案

内書を送付して頂いた。

・発明研究会のホームページに参加企業募集用の「技術開発人材

育成・活性化支援のお知らせ」を掲示した。（http://www.jaist.

ac.jp/misc/circles/inventiongen/home/ 参照） 

・平成 23 年 10 月 1 日に本学で開催された JAIST フェスティバル

において，右の写真に示したように，ポスター出展し 12 人の来訪

者にプログラム内容及び新技術アイデア創出方法について学生 2

名が説明して募集活動を行った。

・インターネット検索で能美市内の企業について調査し，候補企

業を選び企業訪問しプログラム内容について直接説明した。 

  

②企業への提案方法の説明及び資料提供に関して 

6 社の企業に対して，第 1 回目の面談で，企業内での技術開発に有効と考える知識創出方法に関する 2

つのテーマについてそれぞれ説明し，活用を働きかけた。説明した知識創出方法は，「別紙 1 NHK 高専

ロボコンにおけるアイデア発想」と「別紙 2 技術アイデア発想法－技術の構成に着目－」であり，提

案技術アイデア発想法についての概要を説明した。これらは，企業が保有している固有技術に関するア

イデアを発想するのに適している。

次の図は，提案技術アイデア発想法のモデル図である。装置の構成に着目し，時間軸上に配置される
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５．その他（学生や地域の方の感想等） 
以下は参加した学生の感想である。

○私たちの活動が，新聞に取り上げあれ，「新聞を見てパンを買いに来た。」と言われたときには，マ

スコミの力の強さに感じ，記事に感心をもってくださる市民の方の暖かいまなざしに感激した。

○小松には他県や市町村に知られていない食べ物や伝統があることを知り，それを大切に守っていく

ことも大事だと感じたが，新しい感性を取り入れた食べ物も普及させていかないと，そこに住む人

たちの「ふるさと愛」が薄まるのではないかと感じた。

○小松市民も，空洞化する商店街を寂しく思う気持ちは強く，活気を取り戻せる方法はないかと悩ん

でいることがわかった。

○塩やきそばという完成された食材に，米粉を使ったパンをミックスするにはどうしたらいいか悩ん

だ。双方の味を生かすための，具材の切り方や炒め方を研究するうちに，食べ物への興味が深まっ

たが，これが地域活性化の一助となるのかと疑問を持つこともあった。しかし，販売してみるとそ

の反響は大きく，また学生が作ったパンだからと暖かく受け入れてくれる小松の方達の人情にふれ

ることもでき，やってよかったと思った。 

 ◆お旅祭りでのうどん販売補助の様子 

 
 ◆塩焼きそばパンの具材作りの様子 
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